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加藤和夫
Ｉ．はじめに
のみぐんねあがりまちてらいまちたつのくらまち
（１）iilM査対象地：′I､松市は石川ﾘiLの南部に位|澄し北を能美111]根上１１１]｢・寺井'11丁・辰口''1丁、
とりごえならおぐらむらしらみねむらえぬまぐA,やまなかまち
〕便を石ﾉ'Ｉ部鳥越村・尾口村・白'咋村、西を江沼郡山中''1丁・加賀市、南を福井県勝山市
に囲まれている。東南部の山間地域から中央の平野部、さらには日本海に面する海岸
部と、変化に嵐んだ地勢を見せる。南北に国道８号線、それと並行して海岸沿いに北
陸自lihIに道が走り、またU『し内唯一の空港である小松空港を擁し、石川ﾘiLの空の玄関と
しても重要な役目を果たしている。面秋は371.13平方キロメートル、人口は108,702
人（1997年６月現在）である。調査地の大杉llITは、市内束南部を流れる大杉谷川の肢
おお
上流部、市中心部からII工で30～40分ほどの山|H1に位世する。今回の話者の在住する大
すぎなかまちかみまちぼんまちしもおおすぎまち
杉中''1丁のほか、上流部の大杉上''1丁・大杉本''1丁、下流部の下大杉Ⅲ丁の４集落からなり、
方言的には市内でも古態性をよく残している地域である。
（２）調査年月日：１９９６年１０月１日
のときみこ
（３）話者：能登君子氏１９１１（明治44)年生まれ（８５歳）胆&業
（４）洲森者・調在場所：加藤和夫・下大杉''1丁生活改醒センターの一室にて面接調査。
（５）調森方法：当該iilM査票による厩間iilll森。
（６）表記方法その他：調在栗によって得られた方言11Ｆ象は表音的片仮名表記で記す。当
該方言（老年層）では語中・語尾のガ行子音はＩ;&濁音となるので、語頭の破裂音（ガ
・ギ・グ・ゲ・ゴ）と区別して力・・キ゜・ク゜・ケ。．．゜で表記する。アクセン
トの記ililiは省略した。ある調査項目に対して;複数の回答が得られた場合はスラッシュ
（／）を入れて示す。また、必要に応じて＊を付して注記（話者の説明はく＞に入
れて）を加えた。
Ⅱ調査結果
１．尊敬表現
１－１対者敬語
（１）Ａお前はワレ
元気かねゲンキナカ／ソクサイナカナー＊ソクサイは「息災」の意。
Ｂあなたはオマエ
元気かねゲンキナカイノー
Ｃあなたはオマエ
元気かねゲンキナカイノー
（２）Ａあしたは家に居るかアシタイエニオルカ
－６４－
あしたは家に居るかアシタイエニゴザルカ／アシタイエニゴザルカ
イノー
あしたは家に居られますかアシタイエニゴザルカイノー
あした行くかアシタイクカ
あした行きますかアシタ・イカッシャルカイノー
あした行きますかアシタイカッシャルカイノー
温泉に行かないかユーハインニイカンカ
温泉に行かれませんかユーハインニイカッシャランカイノー
温泉に行かれませんかユーハインニイカツシャランカイノー
しますかシルンジェーノ_
されますかサッシャルンジェーノー
見ましたかミサツシャッタカ
見ましたかミサッシャッタカ
ゆうべは何時に寝ましたかヨンベナンジニネサッシャッタイノー
ゆうべは何時に渡ましたかヨンベナンジニネサッシャッタイノー
どこに行っているかＦ=イクンジャイ
どこに行っていますかドコイカッシャルイノー
どこに行っていますかドコイカッシャルイノー
どうぞ食べてくれクッテクレーヤ
どうぞ食べてくださいドーゾクッテクダサイ
どうぞ食べてくださいドーゾクッテクダサイ
かみその写真を私(こ見せてくれないかソレミシテゲー＊＜同じ大杉I1U｢でも上
しもの２集落（大杉本Ⅲ丁・大杉上１１１J）では下の２莱落（大杉中１１１丁・下大杉町）の
ミシテゲーに対してミシテクエと言う。＞
その写真を私に見せてくださいませんかソレミシテガッシェンデ＊＜上
の２集落では、ミシテクヮッシェンデと言う。＞
その写真を私に見せてくださいませんかソレミシテガッシェンデ＊＜上
の２集落では、ミシテクワッシェンデと言う。＞
Ｂ
Ｃ
（３）Ａ
Ｂ
Ｃ
（４）Ａ
Ｂ
Ｃ
（５）Ａ
Ｂ
（６）Ａ
Ｂ
（７）Ａ
Ｂ
（８）Ａ
Ｂ
Ｃ
（９）Ａ
Ｂ
Ｃ
(10）Ａ
Ｂ
Ｃ
１－２第三者敬語
（11）Ａあしたは家に居るだろうアシタワイエニオルヤロー
Ｂあしたは家に居るだろうアシタワイエニゴザルヤロー
ｃあしたは家におられるでしょうアシタワイエニゴザルヤロー
（12）Ａ居なかったオラナンダ
Ｂ居なかったゴザラナンダ
－６５－
居なかったゴザラナンダ
そう言ったソーユーテゴザッタ
そう言ったソーユーテゴザッタ
今そこに行っていたイマアソコニイットッタヨ
今そこに行っておられたイマアソコニイッテゴザッタヨ
今そこに行っておられたイマアソコニイッテゴザッタヨ
来ているキトル
来ているキテゴザル
来ているキテゴザル
仕訓下をしているシコ゜卜シテゴザル
仕Ｊ１}官をしているシゴトシテゴザル
見せてもらったミシテモッタ／ミシテゲータ＊ミシテモッタはミシテモロ
タからの変化形。ミシテゲータは「見せてくれた」の意。＜上の２柴落では
ミシテクエタと言う。＞
見せてもらったミシテモッタ／ミシテガッシヤッタネミシテガッシヤッタ
は「見せてくださった」の意。＜上の２集落ではミシテクヮッシャッタと言
う。＞
見せてもらったミシテモッタ／ミシテガッシヤツタ
見せてくれたミシテゲータ＊＜上の２集落ではミシテクエタと言う。＞
見せてくれたミシテガッシヤツタ＊＜上の２集落ではミシテクヮッシャッ
タと言う６＞
見せてくれたミシテガッシャッタ
私にくださったウラニガッシャッタ＊ウラは南加賀地方から福井ﾘiL繊北
地方にかけて広く分布する自称代名詞。＜上の２集落ではガッシャッタにあ
たる部分をクヮッシャッタと言う。＞
私にくださったウラニガッシャッタ
いただいたモッタ＊モッタはモロタ［,Ilorota］からの変化形（[Ⅱ,orta］→
［motta］）。
いただいたモッタ
、Ｃ
(13）Ａ
Ｂ
(14）Ａ
Ｂ
Ｃ
(15）Ａ
Ｂ
Ｃ
(16）Ａ
Ｂ
(17）Ａ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｂ
、
１
８１く
Ｃ
(19）Ａ
Ｂ
(20）Ａ
Ｂ
２．謙譲表現
２－１謙譲表現
（21）Ａ私もウラモ
Ｂ私もウラモ
Ｃ私もウラモ
－６６－
(22）Ａ 十分に食べましたデカイコトヨバレタ＊ヨバレタのヨバレル（動詞．下
一）は「いただく」の意。
十分に食べましたデカイコトヨバレタ
持ちましょうモッテヤルワンデ＊ヤルワンデの～ワンデは、謙譲の意味を
担うものではなく、共通語で言えば「です．ます」にあたる丁寧語と言うべ
きもののようだ。
持ちましょうモッテヤルワンデ
待たせたねエレマットツテモッタノー．＊エレはエライからの変化で「え
らく・ひどく」の意。マットツテモッタノーは「待っていてもらったね」の
ニエ
，皀､。
お待たせしましたエレマットツテモッタノー
お待たせしましたナカ・イコトマットツテモッタノー
駅で待っているよエキデマットル
MilHで待っていますよエキデマットルワンデ
駅で待っていますよエキデマットルワンデ
言ってくれユートイテクレ＊「言っておいてくれ」の意。
言ってくれユートイテガッシェ＊「言っておいてください」の意。＜上の
２集落では（ユートイテ）クヮッシェと言う。＞
言ってくれユートイテガッシェ＊＜上の２集落では（ユートイテ）クヮッ
シェと言う。＞
これをやろうコレヤルワレ＊＜何か食べ物を勧める場合ならコレクッ
テガッシェ（これ食ってください）のように言う。＞
これをあげましょうコレヤルワンデ＊＜何か食べ物を勧める場合ならコ
レタベテガッシェ（これ食べてください）のように言う。＞
これをあげましょうニレヤルワンデ＊＜何か食べ物を勧める場合ならコ
レタベテガッシェ（これ食べてください）のように言う。＞
Ｂ
(23）Ａ
Ｂ
(24）Ａ
Ｂ
ｃ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｂ
ｊ
ｊ
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６
２
２
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く
Ｃ
(27）Ａ
Ｂ
Ｃ
２－２身内敬語
(28）AETってやったコーテヤッタ
Ｂ買ってやったコーテヤッタ
ＣＩＩってやったコーテヤッタ
(29）Ａ主人はもう帰っているウチノオトーサンモーモドッテゴザル＊＜
「主人」にあたる部分はオトーサンのほかに場合によって、マーとかオッツ
ァとも。＞
Ｂ主人はもう帰っていますウチノオトーサンモーカエッテゴザル
－６７－
３．丁寧表現
（30）Ａ行くよイクワイヤ
Ｂ行きますイクワンデ＊先に（23）のところでも説明したとおり、当該方言
の丁寧表現として特徴的なものに、文末の「です.ます」にあたると思われ
る「～ワンデ」がある。目上の人に丁砺の意を添えるために多用されるよう
だ。
(31）Ａ寒いねサムイワナー
Ｂ寒いねサムイワンデ
Ｃ寒いですねサムイワンデ
(32）Ａ居るよオルヨ
Ｂ居ますオルワイノー
(33）Ａよかったねえヨカッタナー
Ｂよかったですねえヨカッタノー
Ｃよかったですねえヨカッタノー
(34）Ａそうかソーカ／ソウーカイヤ／ホーカイヤ
Ｂそうですかソーカイノー
Ｃそうですかソーカイノー
４．人間関係に応じた待遇表現
４－１特定表現の待遇表現
（35）（その角を）曲がって右へ行くと～マガッテミキ゜エイカッシャルトノー
（36）とんでもないダラミタイナ＊ダラは「馬鹿」の意。したがって「馬鹿みたいな」
の意。
４－２多人数場面の待遇表現
(37）村の寄り合いで世話役を頼まれ引き受けるときの言い方
ウラサシテモラウカ＊「私させてもらうか」の意。
(38）今度の旅行には参加者が少ないので、皆さん参加してほしい（村の会合での挨拶）
イッテクレルヒトカ.スクナイサカイガンバッテイッテクレ
イヤ／イッテゲー＊イッテクレイヤ（行ってくれよ）よりイッテ
ゲー（行ってください）の方が丁寧な言い方。
４－３位相による待遇表現
（39）Ａ朝９時頃、人に会ったときの挨拶
－６８－
１．オハヨーゴザイマス
２．オハヨーゴザイマス
３．オハヨーゴザイマス
４．オハヨーゴザイマス
５.ジーチャンエライハヤイワンデ
６.バーチヤンエライハヤイワンデ
７．オハヨーゴザイマス
８．オハヨーゴザイマス
９.ワレアサハヨーカラドコイクンジャイ
10･ﾜﾚｱｻﾊﾖｰｶﾗF.ｲｸﾝｼﾞｬｲ
１１．ワレアサハヨーカラドコイクンジャイ
１２.ワレアサハヨーカラドコイクンジャイ
１３.ワレハヤイゼードコイクンジャイ
１４.ワレハヤイゼードコイクンジャイ
Ｂどこへ行くのか
１・ドコイカッシャルンジャィノー
２．ドコイカッシャルンジャイノー
３．ドコイカッシャルンジャイノー
４．ドニゴイカッシャルンジャイノー
５．Ｆ．イカッシャルンジャイノー
６．Ｆ。イカッシャルンジャイノー
７.ドコイカッシャルンジャイノー
８．Ｆ．イカッシャルンジャイノー
９．ワレドコイクンジャイノー
１０・ワレドコイクンジャイノー
１１.ワレドコイクンジャイノー
１２.ワレドコイクンジャイノ-
13．ドコイクンジャイヤー
１４．Ｆ．イクンジャイヤー
Ⅲ総括（まとめ）
以上、今回の調査結果の範囲で、「尊敬表現」「謙譲表現」
市大杉町方言の待遇表現の特色についてまとめておく。
（１）尊敬表現
対称代名詞については、相手により「ワレ」と「オマエ」０
｢丁寧表現」の||頂に、小松
の２つが使い分けられており丁
－６９－
親しい同謡からそれ以下の相手には「ワレ」、同誰以上の目上には「オマエ」となる。現
代日本語（共通語）の待遇表現体系では、「オマエ」は同飛から下の相手にしか使用しな
い対称代名詞と考えられるが、当該方言では「オマエ」が本来待っていた高い待遇価値を
未だに残している点が注目される。当該方言では、このほかの対称代名詞にアンタもある。
待遇的にはワレよりも上、オマエよりも下になる。これに似た状況は、東国方言の古態性
をよく残しているとされる伊豆七島南端の人丈島方言にも見られ、八丈島の老年園方言で
は、「お前」から変化したと考えられる「オメー」が「アンダ」や共通語的な「オマエ」
よりも高い待遇価値をもって目上の相手に使用される。
「元気かね」にあたる表現では、親しい友人に対して「ゲンキナカ」および「元気」の
意の古い言い方である「ソクサイ（息災）」を使った「ソクサイナカナー」が聞かれた。
後者の方がやや丁寧な言い方であろう。一方、年長および目上の人には「ゲンキナカイノ
ー」となる。文末部に注目した場合「～力（イ)ナー」よりも「～カイノー」の方が丁寧な
表現となるようだ。
「居るか」にあたる表現では、親しい友人に対する「オルカ」に対して、目上の相手に
「ゴザルカ」「ゴザルカイノー」が用いられている。「居る」にあたるiM[敬の動詞「ゴザ
ル」は、加齪地方の方言では白山雌の白峰村方言にも聞かれる古い形式で、小松市内でも
平野部では|)１１かれないものである。「ゴザルカ」よりも「ゴザルカイノー」がより丁寧な
表現であることは言うまでもない。「いらっしゃる」「～ていらっしゃる」にあたる１Ｍ[敬
表現としては「オイデル」「～テオイデル」もよく用いられているようだ。また、これと
の関連で、人が家を訪ねて来て夫の所在を鮴ねられ「(主人は)居る」と答える場合の言い
方については、「オラッシャル」のように尊敬の助!助詞「～ツシャル(～サッシャル)」を
用いている６現代日本語の敬語使用では身内の者に尊敬表現を用いるのは誤りとされてい
るが、当該方言でのこのような用法は、かつて近畿地方を中心とした西日本方言に広く存
在していたと言われる身内IMI:敬用法の名残とも言えるものであろう。
「行くか」にあたる表現では、親しい友人に対する「イクカ」に対して、目上の相手に
「イカッシャルカイノー」が用いられている。「イカッシャルカイノー」の「～ツシャル」
は五段活用動詞の未然形相当の形に接続して]M1:敬の意味を表す敬語肋1助詞である。小松市
の平野部を含め金沢方言を中心とした加孤方言に聞かれる「行くマサル・行くマッシヤル」
等で聞かれる「～マサル・～マッシャル」なども同じiM〔敬の敬語助動詞である。当該方言を
含む小松市大杉谷川流域では、「～ツシャル」（－段型活用の動詞には「見サッシャル」
「寝サッシャル」のように「～サッシャル」の形で接続）が広く使用されている。一方、
当該方言を含む大杉谷川上流域では聞かれない「～マッシヤル」が下流域には分布し、
「～ツシャル(～サッシャル)」よりも丁寧な敬語助動詞として併用されている。例えば下
はさだにまち流域の波住谷町老年届方言}こおける、道ですれちがった相手（５つの対人設定）｝こ対する
「どこに行くのか」にあたる表現形式は次のようである。初対面の観光客に対する共通語
－７０－
的表現を除いて、下にある相手に対･する表現形式ほど待遇度が高くなる。
①近所の年下の知り合いに少しぞんざいにドコイケーン
②仲のよい友達にドコイカンヤ
③近所の年上の人にやや丁寂にドコイカツシャルンカ
ド。イカツシャルンヤ
④土地の目上の人に非常に丁寧に ドコイクマッシャルカ
⑤初対面の観光客にドコイカレルンデスカ
次に、話者の説明によれば、当該方言では「～てくれ」「～てくれないか」にあたる依かみ しも頓表現に、上の集落（大杉上111丁・大杉本111丁）と下の集落（大杉中111丁・大杉下111丁）で異なる
表現が使用されると言う。このjMiの表現で、このような狭いiiifi囲に地域差が見られるのは
興味深い。具体的には、親しい友人などに対しては、話者の住む下の集瀦では「～テゲー」
のような言い方が、上の集落では「～テクエ」のような言い方がされる。それが、近所の
年長の人や土地の目上の人に丁艤に言う場合は、それぞれに対応する「～テゲッシェンデ」
（大杉下111]｢)、「～テガッシェンデ」（大杉中lllT)、「～テクヮッシェンデ」（大杉本'１１]｢)とな
る。これらのうち、「～テクエ」の「クエ」は「クレ［kure］（呉れ)」の［r］が落ちた
形であろうし、「～テゲー」の「ゲー」はその［kue］の語頭が濁音化し､さらに［-ue］
が［-e:］と変化したものであろう。また、それらの丁礒な形である「～テクヮッシェ（ン
デ)」のクワ［kwa］がグヮ、さらにガあるいはゲと変化したのが「～テガッシェ（ンデ)」
「～テゲッシェ（ンデ)」であろう。今回の調査結果からは，このような補助1助詞としての
「～てくれる」、あるいは本助詞としての「くれる」にあたる表現形として、「(友達が
本を)見せてくれた」の意の「ミシニエニュ(大杉本川）・ミシニヱミニュ(大杉中111丁)」、「
(近所の年長の人や土地の目上の人が本を)見せてくれた」の意の「ミシニ之_z-z｣Z｡E-zZ
(大杉本111丁）・ミシニニユ上』2L之L｡E-z-z(大杉中町)」、「(近所の年長の人や土地の目上の人が
私に)くれた」の意の「二Lz-ZｺﾋﾟｰﾕﾆL(大杉中町)」、「(近所の年長の人や土地の目上の人
に～と)言ってくれ」の意の「ユートイニiLz-Z二三二(大杉中１１１]｢)」などがiilli認できる。
第三者に対する敬語表現については、話題の人が目上の人であった場合には「オル」に
対して「ゴザル」といった尊敬表現が使われている。「ゴザル」は補助助詞「～テゴザル
(～ていらっしゃる)」の形でも第三者敬語としてよく用いられている。
（２）謙譲表現
「私」にあたる自称代名詞には、相手に関係なく「ウラ」が用いられている。また、例
えば「（自分が)元気だよ」にあたる表現は、土地の目上の人に対して「タッシヤデオル
ワンデ」が用いられている。この「～ワンデ」という形は謙譲の意味を担うものではなく、共通語で言えば「です．ます」にあたる丁寧表現と言うべきもののようだ。「～ワンデ」は、近所の年長の人や土地の目上の人に「(その荷物は)私が持ちましょう」と言うときの
「ウラモッテヤルーZ－２二三(持ってやりましょう)」、相手に「駅で待っていますよ」と言
－７１－
うときの「エキデマットルソンデ」、土地の目上の人に「あした行くか」と開かれて
｢行きます」と答えるときの「イクュニ」、近所の年長の人や土地の目上の人に「今日
は寒いね」と言うときの「サムイ２－２二三（寒いですね）」のような形で確認できる。
（３）丁寧表現
謙誠表現でも触れたとおり、当該方言の特徴的な丁寧表現として、文末の「です．ます」
にあたると思われる「～ワンデ」がある。先の用例でも見たように、目上の人に丁寧の意
を添えるために多用されているようだ。文末助詞に関しては、「ナー」「ヤー」と「ノー」
に待遇的な使い分けがあり、「ナー」「ヤー」は同錐の親しい相手に、「ノー」は年長や
目上の相手に用いられている。
【参考文献】
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市立博物館 pl-51）
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